






































量子ドット実験で重要なパラメータは､温度 (T)､ドット内面積 (AB)､電子濃度 (n
2d)､そして電子波の出入口にある量子ポイントコンタクト(QPC)での電子波モード数
(n)である｡量子ドット内の電子波ダイナミックスを考える際にはこれらのパラメータ
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以上最近なされた量子 ドットをカオティツクキャビティーとする一連の磁気伝導実験に
ついてまとめると､ドット形状を変化させて起こさせるカオス ･レギュラー転移に関して
は未解決であるが､伝導度ゆらぎにみられるフラクタル挙動に関しては､説得性のある結
果が中間的ではあるが得られている｡これらは､量子計算素子応用にも関係し､またナノ
冷凍機に関連した量子ラッチェット【16】などの興味ある話題に進展していて､今後のカオス
複雑系がナノサイエンスに貢献していく有力な研究指針のひとつであると考えられる｡
文献
1･CWMarcusetal.,Phys.Rev.Let.,69(1992)506.
2.DKFerryandSMGoodnick,TransportinNanostructures,CambridgeUniv･Press,1997･
3.RAJalabertetal.,Phys.Rev.Let.,65(1990)2442.
4･HUBarangeretal.,Phys.Rev.Let.,70(1993)3876.
5.AMChangetal.,Phys.Rev.Let.,73(1994)2111.
6.JPBirdetal.,Chaos,SolitonsFractals8(1997)1299.
7.RPTayloretal.,Phys.Rev.Let.,78(1997)1952.
8.FNiheyetal.,Phys.Rev.,B51(1995m649.
9.TakahisaHaravamaandPierreGaspard,Phys.Rev.E64(2001)036215･
10･APMicolichetal.,Phys.Rev.Let.,87(2001)036802.
11.RKetzmerick,Phys.Rev.,B54(1996)10841.
12･SKawabataandKNakamura,∫.Phys.Soc.Jpn.,65(1996)3708.
13.ABudiyonoandKNaka叩ura,prlVateCOmmunuCation.
14.YOchiaietal.,Semicond.S°i.Technol.13(1998)A13.
15.L-HLinetal.,inreparation.
16.HLinkeetal.,Proc.25thICPS.,Osaka2000(Eds.NMiuraandTAn do)1009.
- 72-
